
平成27～28年度  
 「確かな学力」研究推進校事業 

 学力向上特配を活用した 
     教科担当制の取組 

館林市立第三小学校 

平成24～26年度  
 小学校高学年教科担当制の推進と理科専科の活用 



昨年度までの教科担当制の取組から 

〇「勉強している内容が分かる」（児童）  Ｈ２３ ９３ ％ ⇒ Ｈ２７ ９６ ％ 

○「授業を理解している」（保護者）      Ｈ２３ 77％ ⇒ Ｈ２７ ９１％ 

 

 

指導体制 

○群馬県教育委員会指定 
  小学校高学年教科担当制の推進と理科専科の活用 
                  （平成２４年度～２６年度） 

○ 教科担当制部会の定例
化（月1回）による授業
時間の確保。 

○ 教材研究の時間が十分
取れる。    

   

 

学力向上にかかわる成果として 

○指導内容の系統性を意
識した授業ができる。 

○複数の教員が個々のよ
さに目を向けることがで
き、児童の学習意欲の
向上や生徒指導に成果
があった。    

 

 授業の充実 

児童・保護者の声 



特配教員を活用した指導体制 

    

    

   担任４名 → 国語、社会・英語活動、算数（上位）、体育・図工 

   専科３名 → 算数（下位）、理科、音楽・家庭科 

   高学年の教科担任制と専科の授業における授業参加（ＴＴ）  

 

 

     

   算数習熟度別少人数指導（担任と算数専科）３学年、４学年 

   音楽専科の指導 ３学年、４学年、理科専科の指導 ４学年  

 

 

   Ｔ専科とＴ担任の役割分担を明確にしたＴＴ指導   

〇高学年 ・・・ 教科担当制 

〇中学年 ・・・ 算数・音楽・理科 

〇低学年 ・・・ 算数ＴＴ指導 



教科担当制の指導体制① 

〇教科担当の分担 

  Ａ教諭→担任・国語 

  Ｂ教諭→担任・社会・英語活動 

  Ｃ教諭→担任・算数（上位） 

  Ｄ教諭→算数（下位） 

  Ｅ教諭→理科 

  Ｆ教諭→音楽・家庭科 

  Ｇ教諭→担任・体育・図工 

    ※赤字は中学教科免許を持っている 



教科担当制の指導体制② 
〇高学年の教科担任制と専科の授業における 

 授業参加（ＴＴ） 

 ・国語 ・・・ 「話す、聞く」活動の際のモデル 

           漢字・語句の指導 

 ・社会 ・・・ 課題別調べ学習 

 ・算数 ・・・ 複数の方法で考える時間 

         単元末の定着の時間 

 ・理科 ・・・ 児童の安全面に配慮する実験 

 ・体育 ・・・ 器械運動 

 
              



教科担当制部会の取組 

教科担当制部会（毎月第１水曜日） 

メンバー 

 教頭、教務（教科担当部長） 

 学力向上コーディネーター、各教科担当 

内容例 

  【指導体制の調整・確認】   

  【指導方法の見直し】 

  【情報交換】 



教科担当制部会にて 

 ★指導体制の調整・確認 

次月の学校行事等におけるコマの調整
・確認 

授業参加（ＴＴ活用時間）の調整・確認 

 

     ※別紙「教科担当制部会資料」参照 



教科担当制部会にて 

   ★指導方法の見直し 

各教科の「指導の重点」の確認 

知識・技能を活用する力を伸ばす授業に
向けての話し合い 

言語活動の充実に向けての話し合い 

児童主体の学習活動に向けての話し合い 

宿題の内容の見直し 

パワーアップタイムの内容の見直し 

 

 

 



授業の改善・充実 

「考え、表現させる授業の充実」に向けて 

１．「習得」→「定着」→「活用」の流れを意識した
授業（単元構成） 

 

２．「活用」に視点を当てた授業 

 

 国語・社会・算数・理科・体育・音楽の６教科で

「授業の改善・充実のための取組」を作成 

 

 





公開授業（国語） 

「授業の改善・充実のための取組」（国語）から 

 

 書くこと 

☆相手や目的に応じた記述ができるよう、取  
材・文章構成・記述について考える場を設ける
とともに、できあがった文章を推敲したり、友だ
ちと交流したりする場も合わせて設ける。 



公開授業（国語） 

児童同士の交流に向けて
活動のポイントを確認 



公開授業（国語） 

取材・文章構成・記述に
ついて考える場の設定 



公開授業（社会） 

「授業の改善・充実のための取組」（社会）から 

 

 学習課題に対する答えを考える場面では、
これまで学習したことを使って短文にまとめ
たり、キーワードを使ってまとめたりするよう
にする。また、調べたことを比較・関連させ
たり、社会的事象の意味を考えたりして考察  
するようにする。 

 



公開授業（社会） 

 調べたことを比較・関連
させたり、社会的事象の
意味を考えたりして考察 



公開授業（社会） 

伝え合い、知識や考え
を広げる場面 



公開授業（算数・チャレンジコース） 

「授業の改善・充実のための取組」（算数） 

 

 一人一人が自分の考えをもてるように、自
力解決の場を必ず設定し、考える時間を確
保する。→☆１つの方法で追究できたら、他
の方法で追究させるようにする。 

 クラス全体で理解を深められるように、自分
の考え方を説明したり、友達の考え方を読
み取ったりするなど、根拠を明確にした考え
方を交流する場を設ける。 

 

 



公開授業（算数・チャレンジコース） 

自力解決の場面 

 根拠を明確にし、考え方を交流
する場面 



公開授業（算数・じっくりコース） 

「授業の改善・充実のための取組」（算数）から 

 

 活用する力を伸ばすために、既習の基礎的
・基本的な知識・技能をもとに、考えや根拠
を記述したり、説明したりする活動を行う。 

 課題解決に向けて考えを深めるために、明
確な視点を示して比較・検討できるようにす
る。 

 

 



公開授業（算数・じっくりコース） 

 考えや根拠を記述したり
説明したりする活動 



公開授業（理科） 

「授業の改善・充実のための取組」（理科）から 

 観察・実験の方法に児童の気づきや考えを取
り入れたり、既習の方法を活用させたりするこ
とで、主体的な取組を図る。 

 本時の結果と既習内容を比較したり、観察・
実験の過程での気づきや発見を基にしながら
考察できるようにする。 

 個々に考察した後、班やクラスで考えを交流
し検討することで、考えを深めたり、広げたり
する。その上で、再び自分の言葉で考えをま
とめられようにする。 

 

 



公開授業（理科） 

 観察・実験の方法に児童
の気づきや考えを取り入れ
たり、既習の方法を活用 

既習や経験をもとに
予想 



公開授業（理科） 

担任とのＴＴの様子 



公開授業（体育） 

「授業の改善・充実のための取組」（体育）から 

 運動の楽しさや喜びに触れることができるよ
う、技に関連した易しい運動を取り入れたり
スモールステップの練習を行える場を設定し
たりして、段階的に取り組めるようにする。   

 本時の課題を示すとともに、「技のポイント」
をキーワードにして示した掲示物を使うなど
視覚化することで、運動のねらいや「技のポ
イント」を明確にした授業づくりに努める。 



公開授業（体育） 

運動のねらいや「技
のポイント」を提示 

「技のポイント」を
キーワードにして
示した掲示物 



公開授業（体育） 

スモールステップの練習を
行える場を設定 


